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「フィラリア」性乳糜尿の發生病理に関する研究補遺
其　ノ　一
乳糜尿排出の源泉に就いて
長崎大学風土病研究所臨床部〔指導：兼任所員、北村精一教授〕
助教授 片峰大助
（本論文の要旨は滞38回日本泌尿器科学会総会にて発表した〕
′
鼻1・幸　緒　　　　言
乳糜尿の源泉に就いては、古くはSa．nes，
Eahn，Young，Marion　等の諸氏は腎上皮細
胞障碍に蹄し、Go亡払㍉Senato一等は血中脂
肪の増加を認めて之を肝機能障碍による脂肪
代謝異常に原因僅未申、何れも乳糜尿は血中
脂肪に由来し腎より分泌せられるものとして
分泌誼を唱へた。，その後Morganii，甲ulber，
Carter，Ackermann，L叩is，Macken21ie，Pon－
iick，Magnus－LeYY．氏等により分泌詮に封L
排泄誼がとなへられた。
近時フ．ィテリア寄生性乳糜尿症の剖検例の
増加に享って胸管、淋巴管の撰張、淋巴欝滞
等の劉ヒが証明され、特笹林部華氏が1925年
腎蓋に淋巴交通を証明してより排泄誼が有力
となり久米氏が犬胸管を結敦Lて茸静的に乳
糜尿を起したとの報告以東一般に信ぜられる
様になった。
一方臨床的にも多数例が一例性なること4
腎孟内薬物注入によ卓上ヒ較的急速に治癒する
こと、更に腎孟外適確特に所謂腎孟琳巴管逆
流像乃至は淋巴腺、胸管像らしき影像の高率
に出現すること等はその排泄性なることを裏
書きするものとして重要硯せられて架た。
乳糜尿症の場合患腎に朗謂腎孟琳巴管逆流
俵が高率に出現することは乳糜尿の源泉と深
い關係があるだらうことは容易に想像される
所であるがこの種の影像は何も嘗L糜尿症患腎
に必發の現象でもなく又健腎その他病的腎に
も時折發見そられる所見である。腎孟、腎蓋
より出で1脊椎方向に進むこの程の線状の陰
影が尿路に開口した琳巴管像でありしかも乳
糜尿症の場合乳糜混入の源泉に一波するもの
か香かは組織聾的茸証のな示今日蟻かに断定
することは出来ない。所謂醇孟琳巴管像を見
ない乳糜尿症例も多く、しかも芝等は⊥般に
腎孟内東物注入療法に抵抗する傾向のあるこ
とは注目に憤する。
†
林郁達氏は組織聾的に腎孟と淋巴管との交
ヽ
過を証明したとは云へ生体に於てこの琳巴症
＿を通じて乳糜が尿中に混入する・を鷺見せるも
のはなく、所謂腎孟琳巴管逆流像の存在しな
いものも含めてフィラ．リア寄生性乳糜尿が絶
て排泄性で奉るか青か、叉臨床的に見られる
一
朗謂腎孟淋巴管像が尿路に開口した琳巴管む
示すものであり、乳糜混入p渡泉である事そ
■
証明する根壕は充分ではない。乳艇尿に歴々
合併する血尿．繊維素尿の由来に就いては更
に腹報である。　　　　　　　　　　　　　一
この意味に於て　G孔u＄a氏の腎門部脂肪組
織除去清掃により治癒した一例、及び北川一
大森氏、井尻氏の報告による腎被曝剥離を行
った症例は興味がある。
最近著者はフィラリア寄生性乳糜鼠發生横
序に關する研究の一端として兜づそれが分泌
性なるか排泄性なるかを明かにせんと欲し
フィラワァ寄生による乳糜尿、血乳糜尿の5
例匿就き觀血的に患側腎淋巴管の完全な遮断
を行い乳糜（血∴繊維素）尿排出に及ぼす影
響を観察した。
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第2章　　鷺　験　方　法
1）患側の決定：脂肪投与後胱膀鏡「カテテリ
スムス」により分離尿な検査し尿申に脂肪、蛋白
ね証明せざる側な健側とし、同時に沃度「ナトリウ
ム」な用ひて逆行性「ピエログラムJな輯影其筏3
日以＿上絵過な観察して乳腱展開止の傾向なきもの実
験症例とした。▲
2）Be唱mannの皮切な第12肋骨止まで延長して
肋骨切除な行ひて手術視野な大ならしめ腎田園の観
察が充分出来る様にする。腎ほよく観察しつゝ同国
組鱒より銘性或は戯性に完全に剥離しその間淋巴管
らしき脈管或ほ転意毎凝見せば結熟切離する。腎聾
部に於ては腎動静脈分枝部より中心側に於て動静泳
な僻々に分離し周囲の胆肪組織な充分に清掃除去す0
この場合血管周囲特に腎動脈の周囲には締結紡織化
せる組織に包まれて綿状ななした小淋巴管（後述粗
い
級学的に証朋）が索状ななして血管誼に常に附若し
緩衝囲尭することが多い放胆急に眼科用摂子にて完
全に血管壁より分離し結葱切離す、叉腎外腎孟、輸
尿管外壁も充分に清掃して腎動静腺及び輸尿管以外
に依る腎と周囲組織との連絡な完全に遮断する0
3）効果判定：術後毎日検尿な行ひ尿が清澄化
し尿蛋白脂肪な証明せず更に脂肪食わ与へても尿の
乳廉様混濁庵来さないものわ閉止としその後の遠隔
成績な観察した。
乳靡尿閉止後逆行性「ピエログラフイー」わ実施
し所謂腎孟淋巴管像の変化む観察した。
4）組織学的検索
前記切紅組粒より組織標本な作製した。
弟3章　一宜験症例並膏験成績
第1例　佐藤某　21才　男子坑内夫
診断：右側乳靡尿症
約2週間前より尿の牛乳様混濁に気付き時々炭田
がある。その他自覚的症状はない。
現症：胞腹部内真に異常な認めず貧血鞋匡尿は
乳靡様に混濁し、寒天様㌫塊多数浮濁す尿蛋白（鼎う、
脂肪（≠）膀胱鏡検奄「カテ、リスムス」の結果右
側より乳靡尿の排出な認め、左側分離尿ほ清澄にし
て蛋白、脂肪共に陰性、約3週間に亘り20％沃度
「ナトリウム」に依る腎孟内注入療法な前後6国英
施したが無効、その間逆行性「ピエログラム」にほ
両側に鞋度？水陸腎様の腎孟拡張の外著変なく腎最
適流像は全く見られない○
手術所見：腎表面と脂肪嚢との間にほ所々に半
繊維性e蚕の糸桜の網状の癒着がありその部の腎表
面ほ境界不鮮明の綿状白色斑な形成㌻。腎の大さ、
形状に異常なく表固も概ね平滑である。腎垂部に於
ては腎静腹壁に接して走り＝故に分枝して腎門部脂
肪組織内に入る比較的充満せる白色の内容毎発す小
淋巴管な認める0腎動静泳の間隙及動泳の周囲には一
半繊維化せる組織に被はれて綿状ななし又は血管壁
に密着して之な国税する小淋巴管綱が見られる。
軸尿管壁、野外腎孟は色調、硬度等正常で出血そ
の他の異常な認めない。
術後の臨床怒過：手術巻日の夕刻には尿は僅か1
に混濁するも乳廉様ではない。寒天様尿の故国、繊
維素塊は消失す。第2日馴こ至り尿は殆んど清澄と
なり血液、繊維素塊、尿脂肪な証明せず唯尿蛋白弱
′
陽性、術後5日目には蛋白も陰性となりその後尿清
澄持輯す2週間馴こ2日間に亘り脂肪（人造バター）
50g宛な与たへが尿の乳無様混濁、蛋白、脂肪の出
現ね見ず爾察22ケ月な縫過するも再発な見て屑な
しヽ0
第2例　服部某　45才、女子、．無職
診断　右側血乳廉尿症
約7年前屈が薄桃色に混濁し時々寒天様坂塊な排
出するのに気付き度々医治な受くるも軽快せずその
後連続乳靡尿にて発病以来尿の清澄化せることがな
い○
現症；体格栄養中等度、給費血様、胞腹内真に
異常な認めず0尿は血性乳靡様に混濁し繊維素塊浮
潜㌧放置すれは尿は寒天様に凝固す○尿蛋白（鼎）い
脂肪（≠）、赤血球（肝）、膀胱鏡検査「カテ、リス
ムス」により右側よりの血乳靡尿の排出な認め左分
離尿は清澄、輩自、脂肪な証明せず。「ピエログラ
ム」所見は正常、腎孟外道洗像な認めない。
手術所見；腎義尚にほ発『例に見ると阿様な癒
着があり幾分和銅な感がある。腎門部脂肪組織内な
腎聾に軌、腎門部より菅椎方向に売る一＝分枝やる
小注射針大の2～3条の淋巴管な発見す。腎聾特に
腎動泳ほ比較的硬い結締織性組織にとり囲まれ之ね
開いて動晩壁より剥離するとこの申に網状ねなした
大小琳巴管より為る淋巴管義な認め大なるものほ小
鉛筆心大のものがあり切離すると椅白色に混濁した
r内容が流出するのが見られる。小なるものほ～部毛
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純血管との区別が明かでない。野外腎孟、輸尿管壁
には肉眼的に異常な認め得ない0．
術後の臨床縫過；手術峯日より2～3日間は限
度の血尿が問き赤血球、塩類、尿蛋白な証明するが
声無様混濁及び締前甚だしかうた繊維素塊や尿の寒
天様凝固は見られず脂肪な証明しない0　3日日頃よ
り血尿も次第に減少し4日目には肉眼的の血尿は始
んど約失し塩類による軽度の混濁はあるが乳靡様な
らず脂肪陰性、赤血球少数、蛋白は未だ弱陽性な示
す。10馴こぼ尿は全く清澄となり尿蚤白も粥失す0
14日目人造「バタ～」50gな与ふるも尿混濁、蛋白い
脂肪の虫現な見ず爾後21ケ巧な続過するも再発な見
ない○
第5例　小佐々某、30才　男子、坑内夫
診断　左側血乳靡尿
約10年前乳靡尿症の診断の下に腎孟内注入療法な
受け治癒したがその後2年日頃より再発、6ケ月前
上り常時乳無血尿な排出す0
現症；体格栄養中等度、血中ミクロ．フィラリア
（－）、胸腸内真に異常な認めず0尿は強度の血乳腱
尿にて繊維素塊多量、放置すると寒天様に攻囲す0
尿蛋白、脂肪共に強陽性
血乳廉尿は左側輸尿管より排出され右分離は全く
清澄にして蛋白、脂肪、赤血球等な認めない0沃度
「ナトリウム」に依るピエログラフイーな行なって
も血乳靡尿閉止の様子もない0
lムピエログラム」所見；左腎に於て一部は腎孟、
中部腎蓋より発して第1腰椎に向ふ一部は下樋野蓋
より発して第一政権高に向ふ可成太い迂曲した線状
の影像があり、第1、第2腰椎高に亘り複雑な網状
ム　陰影な作る高度の所謂腎孟淋巴管逆流像が認められ
る。又下樋野孟には葛通としてゐるが不定形の
B鮎Cllerbildnugがある。’
石野孟像は上中下の各腎蓋に軽度のBiischerbiluug
な見るのみで他に異常ほない0
手術所見；腎表面は概ね平滑で太さ、梗度も正三
常、前2者と同様の詰責及び腎門部、腎聾部の琳巴
管の拡張、増穂が見られた0野外腎孟、輸尿管故に
ほ変化を認めない○
術後の臨床続過；経過は第2例と何様直後より
強度の血尿な来したが漸次軽快、尿脂肪、繊維素塊、
尿の寒天様凝固、乳靡様潤濁等は直後より消失、10
日釦こぼ赤血球、蛋白も陰性となり尿は全く清澄と
なり，脂肪學与によっても増悪ね見ない。
術前「ピエログラム」上に発見した所謂腎孟淋巴
管逆流像は術後尿清樫化の選は完全に消失してゐる○
（附園1、2）
その後尿ほ引蹄き滑津であったが術後7ケ月頃よ
り再び血尿なともなほない乳靡尿の再発ね来し、脂
防食により増悪する様になった0
分離尿検査な実施すると乳靡尿は右側より排出さ
れて居り、手術な行った左側の分離尿ほ全く清橙で
一蛋白、脂肪な証明しない○
第4例　吉田某　21才　男子　大工業
診断　一定側乳廉尿症
4年前乳康尿症に礪り沃度「ナトリウる」腎孟内
注入により一時治転したが約8ケ凋昌より再乳以後
症状に消長はあぁが尿の渚橙化することは全くないふ
現症；体格栄養中等度、肝な2横指蝕知する外．
胸腹部に著変な認めずい血中仔虫陰性
尿は眠く乳廉様に混濁し小量の繊維素塊な認む。
尿蛋白、脂肪痛憤性。乳廉尿ほ左側より排出され右
．分離は清澄にして蛋白、脂肪な証明せず0「ビュ占
グラム」楳左右共に略正常、逆流像な認めない0前
後4回治癒の目的な以て亀側に沃度「ナりサム」
の注入ね行ったが奏効㌧ない0
手術所見；腎表面と弛肪襲との癒着、腎門凱
腎聾部に於ける淋巴管の増生、拡張等等前者と略同
・様な所見な持た○
術後の続過；2・日間は血尿な見たが乳靡様混乱
繊維素塊い尿脂肪等ほ直後より消失4日割こほ蛋白、
血尿も消夫して尿は全く清澄となり脂肪食によって
も混濁な来さず爾後18ケ月再轟な見ない0
第5例　横田某　36才　女子　畠業
診断　右側乳酸尿症
約20年前より尿の乳腱様混濁、尿閑等あり医治に
より治簸せず今日に至る○
現症；体祐中等大、染着稗々障碍さる○肝な僅
かに蝕知する外胸嘩部に著変な見ず0血中仔虫（一）、
尿は漉き乳廉尿にて繊維素塊多量放置すれば全尿寒
天様に凝固す。尿黄白（≠）J脂肪（鼎）、分離尿検
査の結果右側より乳靡尿の排出な認め、左側尿にほ
少量の赤血球る學められるが、脂肪ほ陰性、蚤白も
殆んど証明しない。沃度「ナ＝サム」ピエログラ
フイーにより奏効しない0
「ピエログラム」所見；右患側に比較的著明な
腎孟淋巴管逆流像な認める。左下極腎蓋に静腺適確
噂らしき小陰影な認める9
198 片　　　　　　　　時
手術所見；腎門部、腎垂部に於ける淋巴管の増
生、拡張ぱ特に著明にして多数の毛細管に分枝して
網状ななし末棺部でほ毛細血管との判別が困雑であ
る。
術後の臨床窺過；直後の尿より尿ほ殆んど清澄
となり、小量の赤血球、蛋白（弱陽性）な証明する
も肉眼的にほ血性ならず、繊維素塊脂肪、尿の凝固
性は完全に消失した。3日日頃より軽度の血尿があ
り蛋白2・5‰、乳腱様混濁はない。その後血尿も次
第に消失僅かに坂祝による軽混濁な残すのみとなつ
たが、術後一週間目の早朝より尿ほ再び著明な乳靡
様混濁な来し尿蛋白、脂肪共に強陽性となった。脂
．防食な与へると増強する。その後も乳腱尿が持続す
るので分離尿検査な実施すると手術庵行った右分離
尿ほ僅かに蛋白な証明するが尿は全く清澄、之に反
し左分離尿は蛋白、脂肪共に眼陽性で眠く乳酸様に
混濁してゐる。即ち第3例と何様反対健康側からの
再発であることな知った。術前見られた右腎の腎孟
琳巴管像ほ全く消失してゐる。（附図3・4）
欝4章　　組織學酌所見
腎門部脂肪組蠍内の泳管及腎萱周囲に密着
する繊維株組織を切離し組織健本を作製する
と0脂肪組織及び結締織内に大小多数の泳管
を認め腎堂周囲では網状をなしてゐる。管陸
内に赤血球を認めず′jい数の淋巴球が内壁に付
着してゐるのが認められる0管壁は大なるも
のは著しく肥厚してゐる‾が平滑筋啓は殆んど
存在せす結締織からなってゐる。以上の所見
より之等駄管は新生或は抗張し尭淋巴管と判
定、した。大なる淋巴管々壁内及びその周囲に
は網細血管の新生が著しい0（附固9い10）
弟5章　　絶括及考察
手術所見に漱いて　　　（附囲5・6・7・8）
1）腎表面と脂肪嚢との間に朗々に年繊維
性の窓の糸様の網状の癒着を謎めその部の腎
表面は白色網状の班を形成す『る0癒着部佗脂
肪嚢の組織學的桧査を行ふと毛細血管の増殖い
新生が著明で出血が認められる。
2）腎門部、腎窒部脂肪組織内を腎門部よ
少脊椎側に向って走る明かに嘩張し大牢るも
のは小鉛筆心大に及ぶ白色内容を充満せる数
條の分枝せる淋巴管らしき晩管を認め殊に腎
動静泳の間隙い動泳壁に密着して網状或は索
状をなして走る同様の胱管を認める0之等の
陳管は組織學的にも淋巴管なることを確認し
た。分枝の未栴部に於ては肉眼的に毛細血管
との直別、移行が明かでないものがある0
3）腎外腎孟、輸尿管壁の性状は肉眼的に
攣化を認めない0
手術後の防床駒経過
術後5例中心例ほ比較的強い血尿を見たが
乳靡様混濁い繊維素塊い尿の寒天棟凝固、尿
脂肪等は全例に於て直後より滑失い尿蛋白は
之より精々遅れて漸時消失して居る。手術後
発生し、又は増強せる血尿も3日乃至7日佗
で滑過する。10日迄には金例尿は臍澄となり
脂肪食段輿に依っても再び混濁を来さすい乳・
靡尿は閉止せるものと考へられる。その後の
遠隔攻蹟に依るも5例中3例は－ケ年牛以上
′を経過してゐるが再蟄を見てゐない01例は
7日日い1例は7ケ月日に乳靡尿の再恐を釆
したが手術側は依然清澄で脂肪い蛋白を認め
ず乳靡尿は以前健康であった反封側から排出
され七ゐるのを確認した0
術前著明な腎淋巴管逆流像を認めた2例は
何れも禰後或磨尿の閉止と共に消失した0
（附固い1、2い3い4い）
l）軋靡尿の源泉に就いて
以上5例の茸験症例に於て何れも腎門部い
腎窒部に於ける琳巴管が白色内容を以て沸さ
れ、著明に損張、増殖してゐるのを認め、之
を觀血的に完全に遮断することによわ例外な
く同側からの乳頗尿を閉止せしめ得た事茸は
乳靡が腎淋巴管を通じて尿中に混入する即ち
乳靡尿の源泉は腎淋巴管にあることを物語る
ものでいフィラリア性竿L靡尿の排泄詮に－有
力な知見を加へたものと云へよう。
夢3外夢ち何に於ては手術自勺に艶見した
、
フィラリア性乳靡尿の軍生病理に関する研究補遺 199
淋巴管の蹟張い増殖と略一致して所謂腎孟淋●
巴管像を「ピエログラム」上教見したこと及
び術後乳磨尿閉止と共に之等の影像が完全に
滑失した事は少くとも乳磨尿患腎に硯はれるム
この種の影像は淋巴管像▽あり乳磨尿の・源泉
を示すものと信じたい0
いム他の3例は所謂腎孟淋巴管像は証明ムし得な
かったが手術的に腎淋巴管に同様の欒化を認
申その遮断により同様乳靡尿の閉止を釆した
結果より考へて同じく排泄性のものと考へる0
尿路と淋巴管との交通が上流細尿管にあった
場合は逆流像が出難く叉腎孟廃置に底抗する
ことは苦し雷鍔であらう0　　　　　！
腎表面と脂肪嚢との問に認められた繊雄性
の癒着は全例に共通な所見であり乳靡尿排出
と何らかの關係がある様に思はれるが不明で
ある0　　　　　　　　　　　イ′
2例の再費例は何れ○も反封側からの排出で
手術例尿は依然清澄である0之ほ患側への乳
靡漏出路が閉塞された薦胸管内々魔の上昇に
ともない抵抗の少い個所を求めて反対側腎淋
巴管を逆流して再び庚申に排出されたものか
と考㌢られるが、排泄磯序がか1る全く壊械
的のものか、どうか多分の疑問が残つでゐる0
吾人はよく両側乳磨尿や左右より交互に排
申する軍側の乳磨尿を経験する0術前脂肪い
蛋白を証明しなかった健廉側が過去、現在を
通じ厳密な意味の健側であったか否か疑問が
あるがい　フィラリア寄生により乳靡尿を蟹症
する患者には健脚に於ても息側と同株既に淋
巴管構造上一つの解剖學的素因が存在するの
ではないかと考へられる。特にこの2例の再
畿例は共に「ピエログラム」上著明な腎孟淋
巴管像が見られた事は興味がある0
2）伽兼尿、血尿の由来lこ就いて
単純性繊維素尿の報告は比較的少く我国で
は井尻、江原い鈴木い滋野井い小西い平野の
例がある。尿中の繊維素は尿路の炎衝病竃よ
『机註法眼入するとかい或は血中繊維素の増加
により腎上皮より分泌せられると説明されて
ゐるがその教生磯特に定説を快いでゐる様で
ある0乳廉尿に繊髄素尿が合併することは極
めて屡々経験する朗であるがい皆見一江原氏
は患腎の病理解剖學的所見よ少淋巴に由来す
ると推論し、北川一山岸氏も乳靡尿教生と同
一横特に伐るものならんと説明してゐる0
著者の5例は何れも高度ゐ繊維素尻を合併
せるものであったが腎淋巴管遮断後直に乳磨
尿と共に消失した事より繊維素は乳磨淋巴に
由来するものと考へる0
乳磨尿に合併する血尿に就いては久米氏は
乳磨尻の茸験的研究に於て小淋巴管とい毛細
静泳との問鱒異常吻合があり血液と淋巴が相
交流するのを認めて、塵の高い血管より魔の
低い淋巴管に血液が流入し乳靡は腎より排泄
する前に既に血性を帯びるに至るものと説明
し之に反し皆見氏等は腎に出血篭を認めて之
を原因とした0
症例5例中4例は術後強い血尿を来し如ミ
之は血乳靡尿に限らず単純乳廉尿の場合虫見
られた現象でしかも術後3ル6日にして仝例
消失し尿は清澄どなってゐる◎第5例の如き
は一時的ではあるが術直後より血尿い乳磨尿
共に閉止を見てゐる0術後に現はれた血尿は
手術前に存在した血尿の残存せるものではな一
く腎に加へられた手術的淫襲の影響に依るも
ので本来の血乳磨尿中の血尿は乳磨尿と共に
閉止せるものと考へたい0
3）本手術の治標的儲伍
＼
乳廉（血）尿患腎の腎淋巴管を清掃結染切
除することにより全例に乳靡（血）尿を閉止せ
しめ得た結果より見て本手術は他の療法の奏
効しない場合試みて良い治療法であるが第3い
第5例の如く再畿例虫あり乳腱尿の根本原因
が「フィテリア」寄生と淋巴の欝滞逆流にあ
ることを考へれば根本的治療法とは云えない0
第．6章　　結　　　　　語
1）5例の乳靡（血）尿症に於て患腎淋巴
管を手術的に埴断することにより乳磨尿、也
尿、繊維素尿の閉止を見た0
～）「フィラリア」寄生性乳嘩尿は「ピ高
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ログラム」上の所謂腎孟淋巴管逆流像の有無
に關せチ絶て腎淋巴管を源泉とする排泄性の
ものである0
3）合併する血尿い繊維素尿も衷靡淋巴に
虫来するものと推定する。
・4）所謂腎孟淋巴管逆流像は淋巴管像であ
り乳靡尿症にあってはその源泉を示す0
5）い　本手術は再畿例もあるが乳靡（血）尿
の手術的療法として推奨出奔る0．
潤筆に臨み終始熱心な御指示導と校閲の労なとられた北村教授に深謝、国友名瞥教授及び手術
に際し御援助下さった荒木助教授に感謝の意な表す○　　　　　′
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